
（１） 平成 24（2012）年 2月 25 日（土） 八軒つうしん第７号

第一部の様子

巻
頭
言

再
任
の
ご
挨
拶

会
長

菅
井

茂

こ
の
度
、

再
度
会
長
を

仰
せ
つ
か
り

ま
し
た
の
で
、

改
め
て
ご
挨

拶
申
し
上
げ

ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
四
年
間
は
、
執
行

部
並
び
に
事
務
局
皆
さ
ん
の
ご
支

援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
無
事
責

任
を
果
た
せ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
総
会
に
代
わ

る
代
表
幹
事
会
で
は
、
い
ろ
い
ろ

と
ご
審
議
し
て
い
た
だ
き
、
同
窓

会
と
し
て
何
を
な
す
べ
き
か
の
示

唆
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
蔭
で

一
応
の
機
能
を
果
た
し
て
き
た
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
任
期
四
年
と

い
う
期
間
は
長
く
、
マ
ン
ネ
リ
化

す
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、

任
期
を
二
年
間
に
変
更
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
二

年
間
皆
様
の
お
世
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
新
執
行
部
は
、
次
の

と
お
り
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

会

長

菅
井

茂

副
会
長

佐
藤

徳
子

菅
原

敏
之

監

事

八
谷

和
子

今
野

喜
郎

事
務
局
長

安
達

和
則

企
画
次
長

村
井

雅
彦

庶
務
次
長

福
島

一
恵

広
報
次
長

永
田

淳
子

会
計
次
長

遠
藤

恭
郎

八
軒
中
代
表

坂
田

三
郎

渡
邉

貴
之

な
お
、
事
務
局
員
と
し
て
今
後

十
数
名
の
方
に
お
願
い
す
る
予
定

で
す
。

と
こ
ろ
で
、
平
成
二
十
三
年
は

東
日
本
大
震
災
の
た
め
日
本
中
が

悲
し
い
思
い
を
し
た
年
で
し
た
。

私
た
ち
の
仲
間
も
犠
牲
に
な
り
ま

し
た
し
、
被
災
さ
れ
た
方
々
も
多

く
お
り
ま
す
。
こ
こ
に
改
め
て
お

悔
み
と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。あ

の
非
常
時
に
、
わ
が
母
校
八

軒
中
学
校
は
大
き
な
働
き
を
し
ま

し
た
。
大
震
災
が
起
こ
っ
た
日
に

は
近
隣
の
人
々
の
避
難
所
と
な
り
、

そ
の
翌
日
か
ら
は
、
荒
浜
地
区
で

巨
大
津
波
に
襲
わ
れ
、
荒
浜
小
学

校
か
ら
救
助
さ
れ
て
助
か
っ
た

人
々
と
中
野
小
学
校
で
救
助
さ
れ

た
人
々
の
避
難
所
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
約
一
カ
月
間
、
八
軒

中
学
校
の
校
長
先
生
は
じ
め
先
生

方
や
中
学
生
達
が
献
身
的
に
避
難

者
の
世
話
を
し
ま
し
た
。
ま
た
吹

奏
楽
・
合
唱
部
の
生
徒
達
が
、
避

難
者
に
歌
を
歌
っ
て
い
る
様
子
が

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上
げ
ら

れ
、
全
国
に
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

す
る
と
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見

た
多
く
の
同
窓
生
が
、
地
元
は
勿

論
の
こ
と
関
東
地
区
や
遠
く
京
都

か
ら
救
援
物
資
を
持
っ
て
き
て
く

れ
ま
し
た
。
私
は
避
難
所
の
運
営

を
し
て
い
て
大
変
あ
り
が
た
か
っ

た
で
す
し
、
そ
の
よ
う
な
同
窓
生

が
大
勢
い
た
こ
と
に
誇
り
を
感
じ

ま
し
た
。

同
窓
生
の
皆
さ
ん
！
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

平
成
二
十
三
年
度
同
窓
会
総
会

な
つ
か
し
い
先
生
方
も

出
席
さ
れ
て

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
五
日
、

ホ
テ
ル
レ
オ
パ
レ
ス
仙
台
駅
東

口
・
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

八
軒
中
同
窓
会
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
母
校
で
あ
る
八

軒
中
学
校
か
ら
、
菅
原
敏
彦
校
長

先
生
、
山
脇
豊
勝
教
頭
先
生
、
同

窓
会
担
当
の
坂
田
三
郎
先
生
、
渡

邉
貴
之
先
生
が
出
席
さ
れ
た
ほ
か
、

か
つ
て
在
職
さ
れ
た
菅
原
昭
二
先

生
、
佐
々
木
八
郎
先
生
、
曳
地
清

先
生
、
笠
原
武
文
先
生
に
お
い
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

八軒つうしん
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総
会
は
二
年
に
一
度
に

第
一
部
は
、
直
野
ま
り
事
務
局
員

の
司
会
に
よ
り
、
冒
頭
に
東
日
本
大

震
災
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
同
窓
生
に

対
し
、
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

菅
井
茂
会
長
、
山
脇
教
頭
先
生
の

ご
挨
拶
（
菅
原
校
長
先
生
は
校
務
で

遅
れ
て
参
加
）
、
恩
師
の
ご
紹
介
の
後
、

議
事
に
入
り
、
報
告
事
項
と
し
て
、

菅
原
敏
之
事
務
局
長
か
ら
経
過
報
告
、

遠
藤
恭
郎
会
計
次
長
か
ら
会
計
報
告
、

八
谷
和
子
監
査
か
ら
監
査
報
告
、
本

郷
誠
副
会
長
か
ら
「
生
徒
の
生
活
環

境
を
考
え
る
」
委
員
会
報
告
、
佐
藤

徳
子
副
会
長
か
ら
「
私
の
八
軒
時
代
」

編
纂
委
員
会
報
告
、
永
田
広
報
次
長

か
ら
「
八
軒
つ
う
し
ん
」
発
行
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

協
議
事
項
と
し
て
、
菅
原
事
務
局

長
か
ら
規
約
改
正
、
活
動
計
画
、
遠

藤
会
計
次
長
か
ら
会
計
予
算
に
つ
い

て
提
案
が
な
さ
れ
、
い
ず
れ
も
多
数

の
拍
手
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

規
約
改
正
に
よ
り
、
総
会
は
こ
れ
ま

で
の
四
年
に
一
度
か
ら
二
年
に
一
度

と
な
り
、
役
員
の
任
期
も
四
年
か
ら

二
年
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

村
井
雅
彦
企
画
次
長
か
ら
、
次
期
役

員
に
つ
い
て
選
考
委
員
会
で
の
検
討

結
果
が
報
告
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て

菅
井
会
長
を
始
め
と
し
た
新
し
い
役

員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
同
窓
会
財
政
強
化
の
た

め
、
個
人
及
び
団
体
（
同
期
会
等
）

に
協
力
金
の
呼
び
か
け
を
行
う
こ
と

に
つ
い
て
、
菅
原
事
務
局
長
か
ら
提

案
が
あ
り
、
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

琵
琶
の
音
色
と

八
軒
中
生
の
歌
声

続
く
第
二
部
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
。
ま
ず
、「
伊
達
政
宗
公
を
し
の
ぶ

夕
べ
」
と
題
し
て
、
中
田
朝
水
さ
ん

に
よ
る
薩
摩
琵
琶
の
演
奏
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
次
に
全
国
的
な
反
響
を
呼

ん
だ
八
軒
中
吹
奏
楽
・
合
唱
部
に
よ

る
「
あ
す
と
い
う
日
が
」
の
歌
声
と

映
像
を
収
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し

ま
し
た
。

お
待
ち
か
ね
の
懇
親
会
は
、
第
三

部
。
当
番
学
年
を
中
心
に
同
期
生
だ

け
で
埋
ま
っ
た
テ
ー
ブ
ル
が
多
く
、

ス
タ
ー
ト
か
ら
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

昭
和
の
卒
業
生
が
ほ
と
ん
ど
を
占

め
る
中
、
平
成
の
卒
業
生
で
あ
る
二

十
代
と
三
十
代
の
若
者
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
彼
ら
が
、
臆
す
る
こ
と

な
く
各
テ
ー
ブ
ル
を
回
り
、
先
輩
達

と
交
流
を
深
め
る
姿
に
、
頼
も
し
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

最
後
は
、
校
歌
斉
唱
と
恒
例
の
遠

藤
会
計
次
長
の
リ
ー
ド
に
よ
る
エ
ー

ル
で
締
め
ま
し
た
、

第
十
一
、
十
二
、
十
三
、
十
四
、

十
八
、
十
九
回
生
は
、
引
き
続
き
二

次
会
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
声

平
成
二
十
三
年
九
月
、
同
窓
会
総

会
・
懇
親
会
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
総
会
は
厳
か
な
中
、
滞

り
な
く
行
わ
れ
、
総
会
終
了
後
の
吹

奏
楽
・
合
唱
部
に
よ
る
演
奏
「
あ
す

と
い
う
日
が
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
で
は
、

私
自
身
、
現
役
時
代
に
吹
奏
楽
部
に

在
籍
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

当
時
を
懐
か
し
み
な
が
ら
聴
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
の
懇
親
会

で
は
、
多
く
の
先
輩
方
に
当
時
の
お

話
を
伺
っ
た
り
、
同
級
生
の
お
母
さ

ん
に
再
会
し
た
り
と
本
当
に
温
か
く

迎
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
同
窓
会
、
同
世
代
が
一
人

も
参
加
し
て
お
ら
ず
、
二
十
代
は
私

一
人
の
参
加
で
し
た
。
私
た
ち
一
人

一
人
が
校
訓
で
あ
る
「
美
し
く
」「
た

く
ま
し
く
」「
つ
つ
ま
し
く
」
の
精
神

を
胸
に
刻
み
、
同
窓
会
員
の
一
人
だ

と
い
う
自
覚
を
持
ち
、
先
輩
方
が
築

い
て
き
た
伝
統
や
歴
史
を
、
し
っ
か

り
と
後
輩
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

第
五
十
二
回
生
（
平
成
十
一
年
卒
）

猪
又

隆
広

挨拶される山脇教頭先生

演奏者の中田さん（右）を紹介する

第１０回生の伊藤文明さん
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「
生
徒
の
生
活
環
境
を

考
え
る
」
委
員
会

前

副
会
長
・
委
員
長

本
郷

誠

生
徒
の
生
活

環
境
を
よ
り
よ

く
し
て
い
く
た

め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・

学
校
と
の
「
か

か
わ
り
」
を
よ

り
濃
密
に
し
、

一
緒
に
考
え
な
が
ら
学
校
を
支
援
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
「
安
全
・
安
心

な
生
徒
の
生
活
環
境
（
交
通
・
防
犯

等
）
づ
く
り
」
の
た
め
、
専
門
的
知

識
を
持
っ
て
い
る
同
窓
生
の
力
を
借

り
な
が
ら
、
学
区
各
地
区
の
問
題
点
、

解
決
策
に
つ
い
て
考
え
る
会
で
す
。

活
動
方
針

①

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
と
も
に
生
徒
の
部
活

動
指
導
者
、
施
設
面
の
問
題
を
考

え
る
。

②

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
警
察
と
一
緒
に
な
っ

て
安
全
な
ま
ち
や
防
犯
上
の
問
題

を
考
え
る
。

③

通
学
問
題
対
策
を
行
っ
て
い
る

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
交
通
安
全
協
会
等
に
協

力
す
る
。

平
成
二
十
年
十
二
月
の
第
二
回
代

表
幹
事
会
で
設
置
が
承
認
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
て
、
平
成
二
十
一
年
度
は
、

若
林
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
主
催
の

「
駅
勢
圏
活
性
化
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
に
参
加
し
、
地
下
鉄
愛
宕
橋
駅

と
河
原
町
を
中
心
と
す
る
三
角
地
帯

の
活
性
化
を
目
的
に
、
地
元
住
民
や

勤
務
し
て
い
る
人
達
と
の
意
見
交
換

や
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
度
は
、
生
徒
が
主

体
的
に
健
全
育
成
活
動
や
非
行
防
止

活
動
に
参
画
し
、
子
ど
も
た
ち
の
視

点
か
ら
、
地
域
に
情
報
を
発
信
し
、

よ
り
よ
い
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て

活
動
す
る
、
児
童
生
徒
育
成
健
全
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
「
八
軒
中
ア
ル
カ
ス
」

の
活
動
支
援
と
し
て
、
第
三
回
清
掃

大
作
戦
（
Ｊ
Ｒ
物
資
部
公
園
）
に
参

加
し
ま
し
た
。

地
元
の
同
窓
生
の
参
加
を
募
り
、

委
員
会
活
動
を
活
発
化
さ
せ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

「
私
の
八
軒
時
代
」

編
纂
委
員
会

副
会
長
・
委
員
長

佐
藤

徳
子

「
私
の
八
軒
時
代
」
第
一
集
（
創

刊
号
）
は
震
災
と
も
重
な
り
ま
し
た

が
、
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
協
力
に
支

え
ら
れ
て
、
よ
う
や
く
刊
行
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
こ
と
に
改
め
ま
し
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
第
二
集
は
平
成
二
十
五
年

の
総
会
に
て
お
披
露
目
す
べ
く
、
委

員
会
の
体
制
も
新
た
に
、
副
委
員
長

の
直
野
ま
り
さ
ん
（
第
十
八
回
生
）

を
中
心
に
広
報
部
と
連
携
し
て
、
会

員
の
皆
様
に
呼
び
か
け
て
参
り
ま
す

の
で
、
奮
っ
て
の
ご
投
稿
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

今
や
同
窓
生
は
、
旧
制
十
二
回
、

新
制
六
十
四
回
の
二
万
六
千
五
百
名

と
な
り
各
分
野

で
広
く
ご
活
躍

さ
れ
て
お
り
ま

す
。
昭
和
十
三

年
か
ら
の
七
十

六
年
の
歴
史
は

脈
々
と
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。

震
災
後
の
ま
だ
ま
だ
落
ち
着
か
な

い
日
々
と
は
思
い
ま
す
が
、
八
軒
中

で
過
ご
し
た
青
年
期
へ
の
多
感
な
三

年
間
を
思
い
出
し
て
、
そ
の
一
コ
マ

を
そ
っ
と
手
に
取
っ
て
み
て
は
如
何

で
し
ょ
う
か
。
忘
れ
か
け
て
い
た
記

憶
を
た
ど
り
、
友
や
恩
師
・
家
族
を

思
い
出
し
、
声
を
か
け
、
お
互
い
に

元
気
と
勇
気
を
分
か
ち
合
い
ま
し
ょ

う
。
「
絆
」
は
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ

り
ま
す
。

第
二
集
で
は
未
曾
有
の
災
害
で
あ

る
「
三
・
一
一
東
日
本
大
震
災
」
を

経
験
し
て
感
じ
た
母
校
や
同
期
生
へ

の
思
い
、
地
域
の
つ
な
が
り
な
ど
を

お
寄
せ
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
前
向
き
に
生
き
る
人
生
の

力
に
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
第
一
集
は
ま
だ
在
庫
が

あ
り
ま
す
。
一
冊
二
百
円
以
上
の
お

気
持
ち
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

個
人
は
も
と
よ
り
、
同
期
会
開
催
に

合
わ
せ
た
一
括
購
入
も
大
歓
迎
で

す
。
お
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

※

お
申
し
込
み
は
、
八
頁
に
記
載

さ
れ
て
い
る
原
稿
提
出
先
ま
で
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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同
期
が
集
え
ば

第
十
四
回
生
（
昭
和
三
十
六
年
卒
）

関
東
在
住
・
第
五
回
「
は
っ
け
ん

会
」
が
平
成
二
十
三
年
十
二
月
三
日

横
浜
に
て
、
参
加
者
十
三
名
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
山
下
公
園
散
策
と
関
内

老
舗
割
烹
の
和
食
を
堪
能
す
る
会
で

し
た
が
、
当
日
あ
い
に
く
の
悪
天
候

の
為
、
開
港
記
念
館
を
見
学
し
、
雨

は
止
み
ま
し
た
が
公
園
散
策
を
ほ
ん

の
一
部
で
切
り
上
げ
、
美
味
し
い
懐

石
料
理
を
頂
き
な
が
ら
、
室
内
に
て

ゆ
っ
く
り
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。
中
学
時
代
の
話
で
も
ち
き

り
、
大
い
に
笑
い
、
次
回
の
開
催
場

所
と
幹
事
も
決
ま
り
、
有
志
に
よ
る

「
三
・
一
一
地
震
と
津
波
」
の
論
文

を
お
み
や
げ
に
、
二
次
会
後
、
そ
れ

ぞ
れ
の
帰
途
に
着
き
ま
し
た
。

（
石
井

喜
代
子
）

第
十
五
回
生
（
昭
和
三
十
七
年
卒
）

昨
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震

災
は
、
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
こ
こ
に
被
害
に
あ
わ
れ
ま

し
た
皆
様
に
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い

を
衷
心
よ
り
申
し
上
げ
ま
す
。

早
い
も
の
で
、
一
年
が
経
過
し
よ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。

母
校
の
八
軒
中
学
校
も
避
難
場
所

と
な
り
ま
し
た
が
、
菅
井
会
長
は
じ

め
八
軒
中
学
校
区
在
住
の
同
窓
会
会

員
の
活
躍
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら

敬
意
を
表
し
ま
す
と
共
に
、
後
世
に

語
り
継
が
れ
る
べ
く
絆
の
証
と
な
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
十
五
回
生
の
ミ
ニ
集
会
の

様
子
を
ご
報
告
致
し
ま
す
。

第
一
回
目

平
成
二
十
年
八
月
二
十
九
日

こ
ち
ら
丸
徳
漁
業
部

十
三
名

第
二
回
目

平
成
二
十
二
年
十
一
月
六
日

洒
楽

十
名

第
三
回
目

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
五
日

天
海
ハ
マ
市
場

十
一
名

今
ま
で
の
ミ
ニ
集
会
で
は
、
予
想

ど
お
り
一
気
に
五
十
年
前
に
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
「
～
く
ん
」
、
「
～
ち

ゃ
ん
」
の
名
前
が
、
飛
び
交
う
世
界

に
突
入
と
相
成
り
ま
し
た
。
参
加
者

の
中
に
は
、
五
十
年
ぶ
り
？
の
再
会
、

ま
た
、
地
域
的
に
は
北
海
道
で
も
最

北
の
地
よ
り
参
加
と
、
そ
の
都
度
新

鮮
な
ふ
れ
合
い
で
し
た
。

三
回
目
は
、
同
窓
会
総
会
の
後
で

し
た
が
、
あ
の
頃
の
十
五
回
生
は
、

今
も
変
わ
ら
ず
、
「
若
い
ゴ
ト
！
若

い
ゴ
ト
！
」
。
特
に
女
性
陣
の
若
さ

と
パ
ワ
ー
で
盛
り
上
が
り
、
散
会
時
、

ま
た
の
再
会
に
思
い
を
馳
せ
、
お
別

れ
と
な
り
ま
し
た
。
（
村
井

雅
彦
）

第
十
七
回
生
（
昭
和
三
十
九
年
卒
）

第
四
回
「
四
ツ
葉
三
九
会
」
開
催

平
成
二
十
三
年
十
月
九
日
（
土)

十
六
時
三
十
分
よ
り

「
蕎
麦
処
お
お
わ
だ
」
に
て

（
同
期
の
仲
間
の
お
店
、

南
警
察
署
南
隣
）

恩
師
お
三
方
、
同
期
三
十
三
名

出
席
。

未
曾
有
の
大
震
災
の
年
に
、
と
り

あ
え
ず
集
ま
れ
る
者
達
で
同
期
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

母
は
流
さ
れ
ま
し
た
、
と
娘
さ
ん

よ
り
メ
ー
ル
が
届
い
た
り
、
家
屋
敷

が
明
ら
か
に
流
さ
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
案
内
状
が
返
送
さ
れ
ず
、
便

り
が
と
り
あ
え
ず
届
い
て
い
る
で
あ

ろ
う
方
も
い
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、

同
窓
会
総
会
の
幹
事
当
番
の
お
役
を

無
事
済
ま
す
こ
と
が
出
来
、
そ
の
会

の
様
子
の
報
告
な
ど
を
交
え
て
飲
み

会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

大
震
災

当
日
、
そ

の
後
は
、

そ
の
時
ど

う
し
た
か
、

振
り
返
り

の
話
が
各

テ
ー
ブ
ル

で
な
さ
れ
、

と
り
あ
え

ず
無
事

だ
っ
た
こ
と
を
つ
く
づ
く
か
み
締
め

合
っ
た
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
飯
坂

隆
一
）

懐石料理に舌鼓

女性パワーで圧倒
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生徒昇降口にある校訓碑

母
校
か
ら
同
窓
会
へ

「
八
軒
を
愛
す
る
熱
い
心
」
を

感
ず
る
同
窓
生

仙
台
市
立
八
軒
中
学
校

校
長

菅
原

敏
彦

東
日
本
大
震
災
後
に
、
本
校
の
武

道
館
で
開
催
し
た
吹
奏
楽
・
合
唱
部

に
よ
る
避
難
者
を
迎
え
て
の
「
音
楽

の
集
い
」
の
報
道
が
多
く
の
人
の
心

を
打
ち
、
涙
を
誘
い
ま
し
た
。
全
国

の
方
々
に
も
感
動
を
与
え
学
校
に
は

多
く
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
て
お
り

ま
す
。
同
窓
生
の
み
な
さ
ん
か
ら
も

多
く
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

九
月
の
同
窓
会
総
会
で
は
「
八
軒

中
学
校
の
同
窓
生
と
し
て
誇
り
に

思
っ
て
い
ま
す
」「
す
ご
い
活
躍
で
す

ね
。
う
れ
し
い
限
り
で
す
」「
八
軒
中

学
校
合
唱
部
に
所
属
し
て
い
た
こ
と

を
語
っ
て
い
ま
す
」
な
ど
と
い
う
声

を
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

特
に
第
十
一
回
卒
業
生
の
皆
さ
ん

に
は
、
吹
奏
楽
・
合
唱
部
の
活
動
に

多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

最
近
、
学
校
を
訪
れ
る
同
窓
生
や

連
絡
を
く
だ
さ
る
同
窓
生
が
増
え
て

い
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
さ
ま
が
在
学

し
て
い
た
当
時
の
様
子
を
聞
く
機
会

も
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中

で
い
つ
も
感
じ
る
こ
と
は
「
八
軒
を

愛
す
る
熱
い
心
」
で
す
。「
私
た
ち
の

時
代
に
は
、
音
楽
堂
が
あ
っ
て
、
吹

奏
楽
や
合
唱
が
盛
ん
で
し
た
」
と
語

る
同
窓
生
。「
北
校
舎
は
、
だ
い
ぶ
老

朽
化
し
て
い
て
、
寒
か
っ
た
な
」
と

語
る
同
窓
生
な
ど
。
そ
の
よ
う
な
言

葉
の
端
々
に
感
ず
る
も
の
は
、「
八
軒

を
愛
す
る
熱
い
心
」
で
す
。

「
美
し
さ
」
「
た
く
ま
し
さ
」
「
つ

つ
ま
し
さ
」
と
い
う
校
訓
を
十
分
に

理
解
し

て
、
未

だ
に
記

憶
し
て

い
る
方

も
数
多

く
お
り

ま
す
。

今
年
度
は
、
野
球
部
や
剣
道
部
、

テ
ニ
ス
部
、
そ
し
て
陸
上
部
や
水
泳

部
も
見
事
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

現
在
の
八
軒
生
も
、
同
窓
生
の
皆
さ

ん
と
同
様
に
「
母
校
八
軒
を
愛
す
る

熱
い
心
」
を
抱
き
な
が
ら
、
こ
の
学

舎
を
巣
立
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

同
窓
会
は

若
返
り
の
奇
跡
の
場
所

教
頭

山
脇

豊
勝

九
月
二
十
五
日
（
日
）
の
同
窓
会

総
会
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。参

加
者
の
方
々
に
と
っ
て
こ
の
同

窓
会
ぐ
ら
い
懐
か
し
く
、
ま
た
楽
し

み
な
も
の
は
な
い
の
だ
ろ
う
と
感
じ

ま
し
た
。
実
際
、
同
じ
学
校
で
、
同

じ
先
生
か
ら
教
わ
り
、
同
じ
運
動
場

で
あ
ば
れ
ま
わ
っ
た
幼
な
な
じ
み
の

同
窓
生
の
誰
か
れ
と
会
っ
て
話
し
て

い
る
様
子
は
、
腕
白
時
代
の
無
邪
気

な
こ
ろ
に
戻
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

卒
業
以
来
、
何
年
も
会
わ
ず
に
、

そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
仕
事
に
進
ん
で

も
、
そ
れ
が
こ
の
会
で
顔
を
あ
わ
せ

る
と
、
最
初
は
、
「
誰
だ
っ
た
か
な
」

と
ち
ょ
っ
と
思
い
出
し
、
ひ
と
た
び

名
の
り
あ
う
と
、
た
ち
ま
ち
「
や
あ
、

ど
う
も
」
と
な
っ
て
、
肩
を
た
た
い

た
り
、
中
に
は
「
な
ん
だ
、
お
ま
え

か
」
な
ん
て
、
何
十
年
す
ぎ
て
も
、「
お

い
、
こ
い
つ
、
お
ま
え
、
お
れ
」
で
、

昔
に
返
っ
て
話
し
合
え
る
、
そ
し
て

い
つ
の
ま
に
か
幼
な
顔
に
も
ど
っ
て

時
を
す
ご
す
、
同
窓
会
は
、
た
し
か

に
若
返
り
の
奇
跡
の
場
所
な
の
だ
と

思
う
の
で
す
。
そ
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
泉
な
の
だ
と
も
。

昨
年
は
、
三

月
十
一
日
、
日
本
は

青
天
霹
靂
の
国
難
「
東
日
本
大
震
災
」

に
遭
遇
し
ま
し
た
。
復
旧
・
復
興
に

は
ま
だ
ま
だ
苦
難
が
続
く
で
し
ょ
う

が
、
日
本
の
力
を
信
じ
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
同
窓
会
の
皆
さ
ま
に

は
様
々
な
面
で
学
校
を
支
援
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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同
窓
会
担
当
で
す
！

『
ひ
と
つ
の
出
会
い
』

一
学
年
主
任

坂
田

三
郎

部
屋
の
片
づ
け
を
し
て
い
た
時
、

沢
山
の
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
が
出
て
き

た
。
カ
ー
ド
を
揃
え
な
が
ら
、
一
枚

の
カ
ー
ド
に
目
が
と
ま
っ
た
。
そ
れ

は
忘
れ
も
し
な
い
私
が
二
十
歳
の
時
、

電
話
ボ
ッ
ク
ス
で
拾
っ
た
カ
ー
ド
で

し
た
。
目
標
も
な
く
「
み
ん
な
が
行

く
か
ら
」
と
情
け
な
い
考
え
で
大
学

へ
進
学
し
た
自
分
に
、
『
夢
を
も
て
』

と
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
カ
ー
ド
で
し

た
。当

時
は
あ
る
大
学
に
在
籍
し
て
い

ま
し
た
が
、
将
来
は
身
体
を
使
う
職

業
と
考
え
、『
体
育
教
師
』
か
『
消
防

士
』
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
に

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
体
育
教
師
を

目
指
す
に
は
別
な
大
学
を
受
け
直
す

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。「
大
学
を
中
退
し

て
も
良
い
の
だ
ろ
う
か
？
こ
れ
以
上

両
親
に
迷
惑
は
か
け
ら
れ
な
い

し
…
」
様
々
な
こ
と
が
頭
の
中
を
よ

ぎ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
親
に
頭
を

下
げ
受
験
の
許
可
を
も
ら
え
た
と
き

の
『
ほ
っ
…
』
と
し
た
気
持
ち
を
今

で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

一
枚
の
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
が
人
生

の
岐
路
に
立
た
せ
、
転
機
を
も
た
ら

し
て
く
れ
ま
し
た
。
人
や
本
と
の
出

会
い
も
不
思
議
な
も
の
で
す
が
、
こ

の
カ
ー
ド
と
の
出
会
い
も
ま
た
不
思

議
な
も
の
で
し
た
。

「
あ
な
た
の
夢
は
な
ん
で
す
か
？
」

と
聞
か
れ
て
、
自
信
を
も
っ
て
答
え

る
生
徒
は
多
く
い
ま
せ
ん
。
私
も
そ

ん
な
子
ど
も
で
し
た
が
、
子
ど
も
と

夢
を
熱
く
語
り
合
え
る
そ
ん
な
教
師

に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
た
自
分
で

し
た
。

『
夢
』
な
き
者
に

目
標
な
し

目
標
な
き
者
に

計
画
な
し

計
画
な
き
者
に

行
動
な
し

行
動
な
き
者
に

成
果
な
し

成
果
な
き
者
に

幸
福
な
し

※

こ
の
詩
は
有
名
な
吉
田
松
陰
が

つ
く
っ
た
詩
の
よ
う
で
す
。

歴
史
に
学
ぶ

三
年
担
任

渡
邉

貴
之

『
私
の
八
軒
時
代
』
の
第
一
集
が

発
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、

同
窓
生
や
恩
師
の
皆
様
の
思
い
出
、

そ
し
て
八
軒
中
学
校
の
歴
史
が
綴
ら

れ
て
お
り
、
伝
統
の
重
み
を
痛
感
い

た
し
ま
し
た
。
仙
台
市
立
第
十
一
中

学
校
と
し
て
開
校
以
来
六
十
四
周
年

を
む
か
え
、
卒
業
生
は
、
二
万
数
千

人
を
超
え
ま
す
。
そ
の
歴
史
の
一

ペ
ー
ジ
に
私
が
か
か
わ
れ
る
こ
と
を

幸
せ
に
感
じ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
は
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
、
中
学
校
の
教
育
活
動
も
大

き
く
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
体
育
館

が
使
用
で
き
な
い
こ
と
が
大
き
く
、

体
育
の
授
業
や
部
活
動
で
、
思
う
よ

う
な
活
動
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

『
私
の
八
軒
時
代
』
に
綴
ら
れ
て

い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
中
に
、
中
学
校

が
火
災
に
遭
い
、
校
舎
の
ほ
と
ん
ど

が
焼
失
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

机
や
椅
子
の
運
搬
や
焼
け
跡
の
片
付

け
、
板
で
仕
切
っ
た
講
堂
で
の
授
業

な
ど
、
多
く
の
苦
労
が
あ
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。
当
時
、
生
徒
や
教
師
、

地
域
が
一
丸
と
な
っ
た
姿
は
、
正
し

く
今
現
在
の
私
た
ち
に
必
要
な
こ
と

で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
震
災
後
、

同
窓
会
の
菅
井
会
長
様
を
中
心
に
迅

速
な
避
難
所
運
営
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
と
き
ほ
ど
、
地
域
の
力
を
感
じ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
八
年
前
、
教
師
の
ス
タ
ー
ト

で
あ
る
教
育
実
習
を
こ
の
八
軒
中
学

校
で
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
八
軒

中
学
校
に
赴
任
し
て
三
年
が
経
ち
ま

す
。
同
窓
会
の
担
当
に
な
っ
た
こ
と
、

こ
れ
も
ま
た
運
命
に
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
生
徒
た
ち
が
健
全
な
成
長

が
で
き
る
よ
う
に
、
同
窓
生
の
皆
様

を
は
じ
め
、
地
域
の
方
々
の
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。「わかば学級制作」
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在
校
生
の
活
躍
ぶ
り

《
運
動
部
》

第
六
十
回
仙
台
市
中
学
校
総
合
体
育

大
会

①

陸
上

男
子

走
高
跳

一
位

女
子

一
年
千
五
百
Ｍ

二
位

二
百
Ｍ

三
位

②

水
泳

男
子四

百
Ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー五

位
、
六
位

百
Ｍ
背
泳
ぎ

八
位

二
百
Ｍ
背
泳
ぎ

五
位

四
百
Ｍ
自
由
形

三
位

千
五
百
Ｍ
自
由
形

三
位
、
八
位

二
百
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

六
位

四
百
Ｍ
リ
レ
ー

八
位

四
百
Ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

三
位

女
子百

Ｍ
平
泳
ぎ

七
位

二
百
Ｍ
平
泳
ぎ

七
位

四
百
Ｍ
リ
レ
ー

五
位

四
百
Ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

八
位

③

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

男
子

団
体

一
位

個
人

一
位
、
三
位
、
五
位

女
子

個
人

五
位

④

サ
ッ
カ
ー

男
子

三
位

⑤

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

女
子

三
位

⑥

柔
道

男
子
七
十
三
㎏
級

三
位

⑦

剣
道

男
子

個
人

一
位

⑧

野
球

一
位

第
六
十
回
宮
城
県
中
学
校
総
合
体
育

大
会

①

陸
上

男
子

走
高
跳

二
位

女
子

一
年
千
五
百
Ｍ

一
位

二
百
Ｍ

四
位

②

水
泳

男
子

千
五
百
Ｍ
自
由
形

四
位

四
百
Ｍ
リ
レ
ー

八
位

四
百
Ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

四
位

③

剣
道

男
子

個
人

五
位

第
三
十
二
回
東
北
中
学
校
総
合
体
育

大
会

①

陸
上

男
子

走
高
跳

八
位

《
文
化
部
》

①

吹
奏
楽

・
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

第
五
十
四
回
宮
城
県
大
会
予
選

仙
台
太
白
・
宮
城
野
・
若
林
地
区

大
会

金
賞

第
五
十
四
回
宮
城
県
大
会

金
賞

第
五
十
四
回
東
北
大
会

金
賞

・
第
五
十
九
回
全
日
本

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

銅
賞

・
第
四
十
五
回
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
テ
ン
ス
ト

若
林
地
区
大
会

ホ
ル
ン
五
重
奏

銀
賞

バ
リ
・
チ
ュ
ー
バ
五
重
奏

銀
賞

サ
キ
ソ
フ
ォ
ン
三
重
奏

金
賞

木
管
三
重
奏

金
賞

宮
城
県
大
会

サ
キ
ソ
フ
ォ
ン
三
重
奏

金
賞

木
管
三
重
奏

金
賞

②

合
唱

・
第
七
十
八
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

宮
城
県
コ
ン
ク
ー
ル

金
賞

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
コ
ン
ク
ー
ル銀

賞

・
第
六
十
三
回
全
日
本
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル

宮
城
県
大
会

金
賞

東
北
大
会

金
賞

・
第
六
十
四
回
全
日
本
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル

銀
賞

・
Ｔ
Ｂ
Ｃ
こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

宮
城
地
区
大
会

金
賞

東
北
大
会

優
秀
賞

③

そ
の
他

・
第
二
十
八
回
宮
城
県
中
学
校
校
内

放
送
コ
ン
テ
ス
ト
大
会

朗
読
部
門

金
賞

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門

銀
賞
、
銅
賞

・
仙
台
市
中
学
校
弁
論
大
会

優
良
賞

・
仙
台
市
中
学
校
英
語
暗
唱
・
弁
論

大
会

弁
論
の
部

優
秀
賞

暗
唱
の
部

優
秀
賞

・
仙
台
市
地
図
作
品
展

高
度
分
布

銀
賞

土
地
利
用

金
賞
、
銀
賞
、
銅
賞

・
第
七
十
九
回
全
国
書
画
展
覧
会

特
選
、
銀
賞

＊
そ
の
他
入
賞
・
入
選
実
績
多
数
。

新
し
い
仲
間

平
成
二
十
二
年
度
（
第
六
十
四
回
）

仙
台
市
立
八
軒
中
同
窓
会
入
会
式
は
、

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
、
奇
し

く
も
東
日
本
大
震
災
発
生
直
前
に
行

わ
れ
、
男
子
九
十
九
名
、
女
子
八
十

二
名
の
計
百
八
十
一
名
が
新
た
に
入

会
し
ま
し
た
。

先
輩
の
講
話
と
し
て
、
第
十
三
回

生
の
小
幡
秀
雄
さ
ん
（
元
・
仙
台
三

越
店
次
長
）
が
お
話
し
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
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昨
年
十
月
、
第
十
一
回
生
が
「
被

災
者
支
援
を
行
っ
て
い
る
母
校
の
活

動
を
支
援
し
た
い
」
と
、
同
期
生
約

九
十
人
か
ら
集
ま
っ
た
募
金
二
十
五

万
円
を
八
軒
中
吹
奏
楽
・
合
唱
部
へ

贈
呈
し
ま
し
た
。
十
月
に
行
っ
た
同

期
会
の
際
に
集
ま
っ
た
募
金
と
同
期

会
の
残
金
、
そ
し
て
「
関
東
同
期
会
」

が
呼
び
か
け
て
別
途
寄
せ
ら
れ
た
募

金
の
総
額
で
す
。
十
一
回
生
を
代
表

し
て
、
幹
事
長
の
鈴
木
武
さ
ん
と
同

窓
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
佐
々
木
ト
キ

子
さ
ん
か
ら
、
菅
原
校
長
先
生
に
手

渡
し
ま
し
た
。
菅
井
同
窓
会
会
長
も

同
席
し
ま
し
た
。

イ
タ
リ
ア
、
ミ
ラ
ノ
在
住
の
声
楽

家
（
藤
原
歌
劇
団
所
属
）
牛
坂
洋
美

さ
ん
（
第
三
十
回
生
）
も
昨
年
十
月

に
里
帰
り
帰
国
し
た
際
、
サ
ロ
ン
コ

ン
サ
ー
ト
の
ギ
ャ
ラ
の
一
部
を
震
災

復
興
で
頑
張
っ
て
い
る
母
校
の
吹
奏

楽
・
合
唱
部
へ
寄
付
し
ま
し
た
。
佐

藤
副
会
長
が
同
席
し
、
生
徒
代
表
に

手
渡
し
ま
し
た
。

佐
藤
編
纂
委
員
長
の
報
告
に
も
あ

り
ま
す
よ
う
に
、
平
成
二
十
五
年
の

総
会
に
向
け
て
、
「
私
の
八
軒
時
代
」

第
二
集
を
編
纂
い
た
し
ま
す
。

左
記
の
と
お
り
原
稿
を
募
集
い
た

し
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
投
稿
く
だ

さ
い
。

一
．
内
容

八
軒
中
在
学
時
の
思
い

出
（
現
役
の
八
軒
中
生
に
伝
え
た

い
こ
と
）

二
．
字
数

本
文

千
字
程
度
（
タ

イ
ト
ル
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
執

筆
者
の
お
名
前
（
旧
姓
も
）
、
卒

業
回
又
は
卒
業
年
を
お
忘
れ
な

く
）

三
．
締
切

平
成
二
十
四
年
九
月
末

ま
で
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

四
．
提
出
先
等

①

手
書
き
の
場
合
（
郵
送
）

〒
九
八
四
―
〇
八
一
四

仙
台
市

若
林
区
南
染
師
町
二
〇
―
一
〇
五

直
野

ま
り

あ
て

※
郵
送
料
は
ご
負
担
く
だ
さ
い
。

②

テ
キ
ス
ト
又
は
ワ
ー
ド
（
電

子
フ
ァ
イ
ル
）
若
し
く
は
メ
ー

ル
ベ
タ
打
ち
の
場
合
（
メ
ー
ル
）

n
a
o
n
o
m
a
r
i@
h
9
.
d
io
n
.
n
e
.jp

③

写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

貸
し
く
だ
さ
い
。
可
能
な
限
り

電
子
フ
ァ
イ
ル
化
し
て
ご
提
供

く
だ
さ
い
。

④

お
問
い
合
せ
は
、
直
野
ま
で
。

〇
九
〇
―
九
三
八
六
―
一
七
四
六

同
窓
会
で
は
各
回
生
と
の
連
絡
を

密
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
が
、
窓
口
と
な
る
方
が
わ
か
ら

な
く
な
っ
て
い
る
期
も
あ
り
ま
す
。

幹
事
の
自
薦
他
薦
、
情
報
提
供
で

も
結
構
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
「
八
軒
つ
う
し
ん
」
の
中

で
、
同
級
会
や
同
期
会
の
様
子
を
お

伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
こ
ち
ら
も
情
報
提
供
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
ご
投
稿
い
た
だ
け

る
場
合
は
、
「
私
の
八
軒
時
代
」
と

同
じ
提
出
先
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

字
数
は
、
本
文
四
〇
〇
字
程
度
と
な

り
ま
す
。

編
集
後
記

毎
度
の
こ
と
な
が
ら
、
綱
渡
り
の

編
集
作
業
で
し
た
。
次
号
こ
そ
は
余

裕
を
持
っ
て
…
？

※

掲
載
に
当
た
っ
て
、
執
筆
者
の
敬

称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

八
軒
つ
う
し
ん
第
七
号

発
行
日

平
成
二
十
四
（
二
〇
一
二
）
年

二
月
二
十
五
日
発
行

発
行
者

八
軒
中
同
窓
会
事
務
局

〒
九
八
四
―
〇
八
二
七

仙
台
市
若
林
区
南
小
泉
八
軒

小
路
九
―
一

仙
台
市
立
八
軒
中
学
校
気
付

吹
奏
楽
・
合
唱
部
を

同
窓
生
が
支
援

左から菅井会長、佐々木さん、

鈴木さん、菅原校長先生

「
私
の
八
軒
時
代
」
第
二
集

原
稿
募
集
中
！

各
回
生
の
動
き
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

左から佐藤副会長、牛坂さ

ん、生徒代表のお二人


